
令和８年度１学期始業式式辞 

 三学年そろって今日の日を迎えたことを、嬉しく思います。金曜日の離任式では、６名の

先生方から心のこもったメッセージを頂戴しました。また、昨日の入学式では、新入生代表

が牧南の伝統をつなぐだけでなく新たな風を吹かせたいと力強く宣言してくれました。い

よいよ新しい学年のスタートです。１年生は新鮮な気持ちで、２年生は昨年度の反省を踏ま

えながら、３年生は進路実現を叶えるために、令和８年度を更なる成長の年にしてください。 

 「３センチ高く跳ぶ！！」この言葉にピンと来る人はどれだけいるでしょうか。これは、

職員室前のホワイトボードに女子バレー部が書き残している言葉です。この春に卒業した

部員が現役の頃から引き継いでいる言葉だと聞きました。身長差があるチームと互角に戦

うために短期間に何ができるかを考えた末、チームの合い言葉としたそうです。バレーボー

ルというのは高さが勝敗のカギを握る厳しいスポーツです。部員の皆さんが地球の重力と

の戦いを制して高く跳び、高校総体でもよい結果が残せることを願っています。他の運動部、

文化部の皆さんもより高いゴールを目指してがんばりましょう。 

 さて、現在、アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡの宇宙船オリオンが、地球から 40 万キロ離れ

た月の裏側を回って戻るミッションに挑んでいるところです。これは 2028 年の有人月面着

陸を目指すアルテミス計画の一環で、今回のミッションは人を乗せた宇宙船が、安全に月へ

の周回軌道を航行できることを確認するのが目的です。 

 日本時間４月２日の打ち上げ映像を見た人もいるかもしれませんが、今回打ち上げに使

われたロケットは４人乗りで全長が 98 メートルもある大型ロケットです。皆さんが北海道

修学旅行で使うジャンボジェットの座席数は 400 前後ですが、機体の大きさはこのロケッ

トより 20 メートルも短い全長わずか 76 メートルです。なぜロケットはこれほどまでに大

きいのでしょうか。それは、地球の重力から抜け出すのに必要な推進力を生み出すために桁

外れの量の燃料と酸化剤を積んでいるからです。一般的にロケットの総重量のうち約９割

は燃料だと言われており、オリオンの打ち上げでは、十日間のミッションのわずか最初の８

分でこの燃料をほぼ全て使い切り、補助エンジンとメインエンジンを分離しました。 

 私はロケットの打ち上げを見る度に、科学技術の素晴らしさに感心させられる一方で、重

力はアレに似ているなと思い出します。アレとは何でしょうか。それは我々の「習慣」です。

重力が我々を地上に縛り付けているように、習慣も我々を日常の行動パターンに縛り付け

ています。一旦染みついた行動パターンを変更するのはなかなか大変で、特に自分の中にあ

るサボり癖や面倒くさがりの虫を飼い慣らすのは大変なことです。 

 しかし、ロケットのように瞬間的にエネルギーを爆発させて、重力の及ぶ範囲から抜け出

てしまうことができれば、その先には無重力の空間が広がっており、ほんのわずかなエネル

ギーで進路変更や加速減速が可能です。４月は新たな年度の始まりです。皆さんには今日か

らロケットスタートを切って、自らの意思で望ましい習慣を手に入れてほしいと思います。 

 次に、校則について考える材料を提供して式辞を終えます。まずは、曽野綾子さんの本で

見つけた凧の詩を紹介します。皆さんは高い空を気持ちよく飛ぶ凧になったつもりで聞い



てください。風が心地よく、地上を遙か遠くまで見渡すことができます。 

 

 「凧が空を飛べるのは」 宮川優（すぐる） 

凧が空高く跳べるのは 

誰かが糸を 

引っ張っているから 

でも凧は 

その糸さえなければ 

もっと自由に 

空を飛べると 

思っている 

その糸がなければ 

地上に 

落ちてしまうのも 

知らずに 

 

 凧というのは自分の力だけで空を飛んでいるわけではありません。風と風を受ける構造

と、誰かが引っ張っている糸のおかげで飛んでいます。高校生の皆さんが気持ちよく学校生

活を送れるのも同じかもしれません。共同生活の中で教育活動を行う学校では、糸を切って

しまうことはできません。しかし、皆さんはいずれ、自らの力で社会に羽ばたいてく存在で

す。この四月から、携帯電話の校内ルールを変更しましたが、これは我々にとってもある意

味大きなチャレンジです。先生方の間でも賛否両論、熟議の末、新しいルールでやってみよ

うという結論に至りました。皆さんを糸が切れた凧にするわけにはいきません。制限のある

中で与えられた自由を大切して過ごしてください。皆さんがどれだけその自覚をもって、期

待に応えてくれるか、楽しみにしています。 
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